
国際探究Ⅰ
オリエンテーション

2年国際英語科



本日の内容

１、探究活動の目的

２、授業の進め方

３、活動計画

４、評価の方法

５、探究活動上のマナー

６、本日の作業



１、探究活動の目的

答えの用意されていない課題を見つけそ
の課題を解決する能力を付ける！
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１、探究活動の目的

答えの用意されていない課題を見つけそ
の課題を解決する能力を付ける！

・客観的なデータを使う

・他者と情報、成果を

共有する



２、授業の進め方

①本日の授業説明

②探究活動

➂本日のふりかえり（5分）

※ふりかえりシートは次の時間に提出します。

・A4ファイル、筆記用具は忘れずに



①テーマ決め

月 実 施 内 容 内容 

6 月  １、オリエンテーション（3日） 

 

 

 

２、探究活動について（10 日） 

 

 

 

 

 

３、テーマ検討①グループワーク(17 日) 

 

 

 

４、テーマ検討➁テーマの精選(24 日) 

 

・授業の心構え 

➀グループ決定（春休み宿題）➁授

業の進め方➂探究活動のマナー 

 

・探究活動の方法(テーマ検討会へ向

けて) 

➀課題探究のステップ➁リサーチクエ

スチョンの設定と課題を立てるまで 

(宿題)探究活動での興味関心、キー

ワードを考える 

・BS 法、KJ 法によるテーマ絞り込み 

➀キーワードを元に付箋紙に張り出

しテーマ絞り込み➁話あった内容を

文章かしてみる。 

・研究テーマを決める作業開始 

➀リサーチクエスチョン（問題）と仮

説（答え）をまとめる 

・テーマ決定に向け以下の基準見る 

➀SDGｓ元に自身の関心度や課題認識 

➁難易度（調べられるか） 

➂研究方法の検討 

(宿題)研究計画書を作成 

7 月 ５、テーマ検討➂グループテーマ決定(1 日) 

 

６、テーマ検討会〔中間報告〕(15 日) 
 

 

７、テーマ検討会の振り返り(22 日) 

 

・研究計画書の改善(担当者から助言) 

 

・他グループ、琉大教授を招いてテー

マについてと研究計画に関して発表 

・夏休みに向けて 

➀検討会の反省➁研究手法の是非➂夏

休み計画 

 

３、活動計画
(６月～７月)



※台湾研修の活動

8 月 ・台湾研修入国審査カード等記入説明会(19 日) 

・台湾研修自由行動（B＆S）についての計画(26 日) 

・テーマを元に研究活動 

9 月 ８、研究活動➀（1日） 

９、研究活動➁（16 日） 

 

10 月 １０、サイエンスダイアログ講演会（７日） 

１１、研究活動➂(14 日) 

１２、研究活動④(21 日) 

１３、研究活動⑤(28 日) 

 

 

・12 月 2 日からポスター作成できる

ように内容を固める 

11 月 ・台湾研究事前研修会(4 日) 

・台湾研修(9 日～13 日) 

１４、12 月コース別発表に向けて検討＆発表ポスタ

ー作り①(18 日) 

(宿題)ポスター作り開始 

 

 

 

 

 

➁研究活動

３、活動計画
(８月～11月)



12 月 １５、発表ポスター作成②(2 日) 

・琉大での代表者発表会（沖縄未来創世社会シンポ

ジウム 2019）（8日頃） 

１６、コース別発表会(23 日) 
※2時間（予定） 

 

・８グループ選定して小谷引率 

 

・2年理数科見学、琉大教授を招いて

助言 

※1月の SSH 発表会の代表者を決める 

 

1 月 １７、各コース代表者発表会(13 日) 
※2時間（予定） 
１８、各発表会に関する振り返り（20 日） 

 

１９、1年国際英語科へ研究紹介準備(27 日) 

 

２０、SSH 研究発表会(30 日) 

・8グループを検討(各コースから 1

グループ)  1 年国英科見学 

・1年間の研究を通して 

➀アンケート実施 

・各コースから 1～２グループ選抜 

 

 

･1、２グループのみ検討、外部者参

加 

2 月 ２１、1年国際英語科へ研究紹介（17 日） 

２２、研究結果の整理①(24 日) 

・１学年＆教科担当に調整する 

・パソコンにデータとして整理 

3 月 ２３、研究結果の整理②、一年のまとめ(10 日)  

 

➂研究発表

３、活動計画
(12月～2月)



４、評価の方法（身に付けてほしい力）
身につけさせたい力 良 （各７点）〔合計 35 点〕 可 （各６点）〔合計 30 点〕 不可 （各４点）〔合計 20 点〕 

主
体
的
な
探
究

心 課題の設定 

先行研究などを十分に理解し、

研究目的を明確に設定でき、図

書やインターネット、アンケー

ト等の方法を利用して課題に取

り組んでいる。 

研究の目的は明確であり、図

書やインターネット、アンケ

ート等の情報などを利用して

課題を設定し取り組んでい

る。 

過去の国際探究の資料の利用や

インターネットや図書の有効な

活用方法を助言する。 

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力 

論理性 

研究目的を達成するための方法

が適切な手法を用いて道筋立て

られており研究結果に結びつい

ている。 

研究目的を達成するための方

法が適切ではなく、研究結果

にも問題があるが、質疑応答

の中で補足などをしながら、

聴衆に説明することができ

た。 

研究目的を達成するための方法

などを助言する。 

表現力 

文字，図，表，グラフ，写真が

分かりやすく効果的に用いられ

ており，視覚に訴える構成にな

っている。 

文字，図，表，グラフ，写真

が使用されているが、視覚的

に分かりにくい。 

グラフや表，写真等を効果的に

提示し使用するように助言す

る。 

対
話
的
な
協
働
実
践
力 

質問応答 

質問に対する回答は，研究内容

の理解に基づいた詳細なもので

ある。 

質問にはある程度回答してい

たが，研究内容の理解が十分

でないところがある。 

あらゆる質問に耐えられるよう

に、研究内容の理解をしておく

ように教授する。 

チーム力 

グループのメンバーが等しく活

躍する機会をつくり、チームで

協力し発表することができる。 

たどたどしいところもある

が、チームで協力しながら発

表することができた。 

チーム内での意思統一が図られ

ておらず、研究活動が一部の生

徒に偏らないよう指導する。 

 



プロジェクト（企画）は一人で成し遂げられるもの
ではありません。お互いを気遣い、尊重しながら研
究活動を進めていける人になりましょう。

（１）グループでのマナー

（２）担当教諭へのマナー

（３）他者への配慮、施設や設備使用上のマナー

５、探究活動上のマナーについて



（１）グループでのマナー

①役割を決めながら、全員で協力して研究を行う

②お互いの意見を尊重し合う

５、探究活動上のマナーについて
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５、探究活動上のマナーについて



（２）担当教諭へのマナー

①報告・連絡・相談はまめにおこなう

②質問ができるようになろう

➂担当教諭の時間を考える

５、探究活動上のマナーについて
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（２）担当教諭へのマナー
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（３）他者への配慮、施設や設備使用上のマナー

①他の授業への配慮

②図書館の使用について

➂タブレット

５、探究活動上のマナーについて
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（３）他者への配慮、施設や設備使用上のマナー

①他の授業への配慮

②図書館の使用について

➂タブレット

５、探究活動上のマナーについて



次回の予告

SDGｓを指標にしてどんな研究がやり
たいかを次回までに考えておく



６、本日の作業

➀ファイルに振り返りシートを貼る

➁グループメンバーの決定

➂グループリーダーの決定

④グループ名の決定

⑤office365「teams」への登録


